
Slidevの使い方
penguin



スライドの遷移

fade - Crossfade in/out

fade-out - Fade out and then fade in

slide-left - Slides to the left (slide to right when going backward)

slide-right - Slides to the right (slide to left when going backward)

slide-up - Slides to the top (slide to bottom when going backward)

---

transition: fade

---
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レイアウト 右側

2つにわける。

---

layout: two-cols

layoutClass: gap-16

---

# レイアウト

2つにわける。

::right::

右側



レイアウト
右に図を表示する。

---

layout: image-right

image: https://cover.sli.dev

---

# レイアウト

右に図を表示する。



レイアウト
左に図を表示する。

---

layout: image-left

image: https://cover.sli.dev

---

# レイアウト

左に図を表示する。



レイアウト
図を表示する。

---

layout: image

image: https://cover.sli.dev

backgroundSize: 90% 90%

---

# レイアウト

図を表示する。



中央に表示
さらに text-center で何もかも真ん中に表示

---

layout: center

#class: text-center

---



引用を表示
---

layout: quote

---



セクション



アニメーション

スライドを進めると出てくる

これのあとに

これも出てくる

アニメーションします。

<div v-click>スライドを進めると出てくる</div>

<div v-click>これのあとに</div>

<div v-after>これも出てくる</div>

<div v-click.hide>スライドを進めると消えちゃう</div>



アニメーション

v-clickの設定をまとめてやってくれる。depthはどこまで個別にやるかの指定。

item 1

item 1.1

item 2

アニメーションします。

<v-clicks depth=2>

- item 1

  - item 1.1

- item 2

</v-clicks>



アニメーション

ここを強調する

ここを強調する

<span v-mark.underline.red>ここを強調する</span>

<span v-mark.circle.orange>ここを強調する</span>



数式
インラインの数式は というように書く。E = mc2

​ e dx =∫
−∞

∞
−x2

​π



図

はい いいえ

にゃんこが起きる

お腹が空いているか?

ごはんを食べる 遊ぶ

お腹が満たされる おもちゃで遊ぶ

お昼寝する

飼い主にゃんこ

飼い主にゃんこ

朝に鳴く

ごはんをあげる

ごはんを食べる

お腹が満たされる

お昼寝する

夕方に遊ぶ

夜に寝る

好きな場所 好きな場所

にゃんこ

+名前: string
+好きな場所: string[]

+遊ぶ() : : void

箱

+大きさ: string
+中身: string

ソファ

+柔らかさ: string

Mermaidで図が描ける。



テーマ

---

theme: default

---

---

theme: seriph

---



END


